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国家試験問題の作成能力と 
ブラッシュアップ能力の向上
看護職の質の向上のために保健師助産師看護師国家試験制度の改革が
進められている。その流れのなかで，良質な試験問題を効率的に作成・
出題する体制強化を目的とした，国家試験問題の公募制度（「web 公募
制」）と，試験問題を蓄えるプール制度が導入された。以来，全国の看護
教員に応募が求められ，数千題の問題がプールされたともいわれている。
しかし問題応募数は予想よりも少なく，厚生労働省はセミナーを頻繁に
開催し，理解と協力を求める活動を行なっている。看護教員は基礎看護
教育の水準維持が使命とされ，そのためにも試験問題作成に関する知識，
試験問題の具体的な作成能力とブラッシュアップ能力が求められている。
試験問題を作成するには，試験の目的と特徴を理解することが不可欠
である。そこで本焦点では，これまでに筆者らが日本私立系看護大学協
会の事業活動である「良質の国家試験問題を作成していくための活動」か
ら得た知識をまとめ，問題を吟味するための視点を整理したものを紹介
する。
なお，本焦点にてたびたび引用する「保健師助産師看護師国家試験公募
問題作成マニュアル」は，パスワードを得ている教育機関の関係者であれ
ば厚生労働省のweb 公募制ページ上から入手できる。また厚生労働省主
催のワークショップ参加者にも配布される。

（企画：川本利恵子
九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学専攻教授）

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
7

2026/09/24 02:57:27


